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1.「知財創造教育」で⽬指す姿

天然資源の乏しい我が国にとって知的財産こそが競争⼒の源泉である。先⼈たちの
知・技術に学びながら、主体的・能動的に新しい価値を創造し、また、創造した価値を
活⽤していくことで、未来を切り拓いていく⼒が求められている。

「知財創造教育」が必要となる背景

「未来を切り拓いていく⼒」の育成

「知財創造教育」の⽬的
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“国⺠⼀⼈ひとりが知財⼈材”へ 育成を⽬指す資質・能⼒のイメージ

⽂部科学省初等中等教育局の資料に基づき知的財産戦略推進事務局作成

創造性を育む 知財の意義の理解

知的財産の
活⽤⼈材

知財の保護・活⽤

知的財産の
創造⼈材

知的財産の
専⾨⼈材

標準化の
活⽤⼈材

標準化の
専⾨⼈材

知的財産の
マネジメン
ト⼈材

どのように社会・世界と関わ
り、よりよい⼈⽣を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知的財産の意義の理解
創造的な思考等の基礎とな
る各教科等の知識・技能

理解していること・でき
ることをどう使うか

創造的に思考・判
断・表現する⼒等

新たな知的創造や知的財産
の保護、活⽤に向かう

情意や態度等

2.「知財創造教育」とは
 新たな発⾒や思考の源泉となる創造性を育む

 知的財産の保護及び活⽤の重要性に対する理解の増進と態度形成

知的財産の創造に始まり、保護・活⽤に⾄る知的創造サイクルの
好循環を⽣み出すための⼈材を育む
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・教育現場側と企業等の外部リソース側とが情報共有・意⾒交換をした上で、「知財創造
教育」の情報発信をする
・⼩中⾼等学校及び⾼等専⾨学校を対象として、地域・社会との協働のための学習⽀援体
制（地域コンソーシアム）の構築・実践を⽀援する

２０２０年度までに全国の各都道府県に１以上の地域コンソーシアムを設⽴する

１．「知財創造教育」の普及・啓発
「知財創造教育」の普及に向けて情報発信をする。

２．学習⽀援体制（地域コンソーシアム）の設⽴⽀援
各団体と連携して、各地域における学習⽀援体制

の構築を⽀援する。
「本物」と出会える
出前授業の提供

教育コンテンツ
の提供

教育プログラム
の開発

教育現場と企業等
とのマッチング

小中高等学校
（高等専門学校）

自治体
（公的機関）

大学・
高専

企業
知財専門家

（弁理士・弁
護士等）

3. 知財創造教育推進コンソーシアムの⽅向性
知財創造教育推進コンソーシアムの⽬的

知財創造教育推進コンソーシアムの⽬標

推進委員会の今後の取組の⽅向性

知財創造教育の普及⼿段

⼩中⾼等学校及び⾼等専⾨学校における「知財創造教育」の全国的な普及を⽬指す
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意匠権

意匠
（デザイン）

著作権

⽂化・芸術
⾔語（論⽂、⼩説、俳句等）
美術（絵画、版画、漫画等）
⾳楽 舞踊
建築 地図・図形
映画 写真
編集著作物（新聞、辞典等）など営業秘密

（不正競争防⽌
法）

標準化

特許権・実⽤新案
権

技術

発明・考案 ノウハウ

4. 知的財産・標準化の全体像

商号商標権

標章
（マーク）

地理的表⽰
（GI）

産品の名称

回路配置利⽤権

半導体集積回
路の配置

不正競争防⽌法

商品表⽰
商品形態

育成者権

植物の
新品種
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⼩中⾼等学校及び⾼等専⾨学校を対象として、地域・社会と協働のため
の学習⽀援体制を構築し、地域・社会と⼀体となった「知財創造教育」を
展開する

⼩学校・中学校・⾼等学校（⾼等専⾨学校）

学校の学習と地域・社会を関連付けた題材の提供

⼤学・
⾼専 ⾃治体 弁理⼠・

弁護⼠等 企業等

「点での取組を超えて、より⾯的な広がりへ」

5. 地域コンソーシアムの⽬的
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